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[緒言緒言緒言緒言] 

エレクトロスピニングとは高分子溶液に高電圧を印

加することで、繊維を作製する技術である。この技術は、

通常の紡糸法(溶融紡糸や溶液紡糸)より比較的容易にナ

ノファイバーが作製できる。エレクトロスピニングにお

いて、試料の粘度によって紡糸の安定性や繊維径の制御

が可能である。1)
 

 また近年フィルター・断熱材・触媒担持体などへの応

用として期待され、エレクトロスピニング技術がセラミ

ックスの微小多孔体作製に用いられている。図１に示し

たように金属アルコキシドをゾル-ゲル反応させたプレ

ポリマーの試料を用いて、二重円筒ニードルでオイルと

共に押出してエレクトロスピニングし、オイルを除去す

ることにより、中空繊維が作製されている 2)。 

 しかし、試料の流量など、繊維の紡糸条件が可紡性及び中空化に与える影響しか検討しかなされて

おらず、試料作製には注目されていない。本研究では図 1 のような装置を作製し、試料の粘度が可紡

性及び中空化に与える影響を検討した。 

[実験実験実験実験] 

 試料はテトラエトキシシラン、脱水エタノール、精製水、塩酸をモル比 1:2:2:0.01 で用いた。これ

をブレンドした材料を 80℃でゾル -ゲル反応させてプレポリマーを試料として作製した。

MCR301(Anton Paar製)を用いて試料の溶媒の揮発量と粘度の関係を検討した。二重円筒ニードルを用

いて外側にプレポリマー、内側にミネラルオイルを流し、印加電圧を 20kV、極板間距離を 10cm、温

度 25℃、湿度 30%でエレクトロスピニングを行った。得られた繊維をオクタン中で 24 時間オイルを

除去した。走査型電子顕微鏡(SEM)を用いて得られた繊維を観察した。 

[結果結果結果結果・・・・考察考察考察考察] 

 溶媒の揮発量を調整することにより、プレポリマーの粘度を調整することができた。試料の粘度が

0.01Pa･sの試料では液滴が飛ぶが、不織布が得られなかった。試料の粘度が 0.02～0.07Pa・sの試料で

は不織布が得られたが、繊維にビーズと呼ばれる粒子が見られた。試料の粘度を 0.07～0.7Pa・s に調

整することにより、安定して繊維を作製できた。 

0.07Pa・s と 0.7Pa・s の粘度の試料で作製された繊維を比較すると 0.7Pa・s の試料で作製した繊維

には成形不良が見られた。これは芯のオイルの粘度が鞘のプレポリマーの粘度より低いと、繊維の膜

厚にムラが生じ、これにより収縮率に差ができて割れやすくなるためと考えられる。 

[結論結論結論結論] 

 試料の粘度を 0.07～0.7Pa・sに調整することによって作製される繊維の可紡性が制御できた。また、

これらの繊維は中空構造を有していることが確認された。 
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図１ 二重円筒ニードルエレクトロスピニング装置 


